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研究成果の概要（和文）：ウエスト症候群の発作型であるてんかん性スパズムに対する脳梁離断術の効果予測因
子として、目視読影での発作時脳波の左右対称性、コンピューターを用いた定量解析での左右同期性、二相性筋
収縮を伴う発作がないことの3点を世界で初めて解明し、それぞれ査読付き英文原著論文として出版された。そ
の他本研究に関連して結節性硬化症のてんかん性スパズムに対する脳梁離断術の効果や、長期ACTH療法の効果に
ついての査読付き英文原著論文の共著者となった。本研究成果について、国内主要学会のシンポジウムにおいて
2回の講演を行った他、国内外の多くの学会で口演やポスターにより発表し、大きな反響を得た。

研究成果の概要（英文）：We detected the world's first prognostic factors of corpus callosotomy for 
epileptic spasms: 1 visual symmetry of ictal slow waves, 2 quantitative synchrony of ictal EEG, and 
3 absence or presence of epileptic spasms with biphasic muscular contractions. These findings were 
published on the international journals. We presented these findings in the annual congresses of the
 Japanese Society of Child Neurology and Japanese Society of Clinical Neurophysiology.

研究分野：小児てんかん
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研究成果の学術的意義や社会的意義
てんかん性スパズムのうち60～70%の症例は薬剤抵抗性に経過し、外科治療や食事療法の適応となる。緩和的外
科治療である脳梁離断術には効果予測因子がないことがこれまでの課題であったが、本研究により事前に効果を
予測できるようになったことで、より積極的に治療適応となる症例が増え、頻発する発作の苦しみを緩和するこ
とができる可能性がある。薬剤抵抗症例に対する外科治療適応に積極的でない医師や施設への啓発の意味合いで
も、一定以上の役割を果たすことができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

てんかん性スパズムは体幹筋や四肢近位筋の短時間の収縮を特徴とするてんかん発作の一種

で、典型的には West 症候群に伴って出現する。てんかん性スパズムの発作時脳波変化は （1）

発作に先行する速波もしくは高周波振動（2）高振幅徐波（3）電気的脱同期 から構成されると

言われている。特に高振幅徐波はほぼ 100%の症例でスパズムの筋収縮と同時に出現するとされ

ている。特に West 症候群の場合は、脳波所見や発作頻度の改善が神経学的予後に直結する。薬

物療法として副腎皮質刺激ホルモン（ACTH）や抗てんかん薬（ビガバトリンなど）による治療が

行われているが、それらの無効例に対する治療法は未だ確立されていない。 

脳梁離断術は薬物抵抗性の難治性てんかんに対する緩和的外科治療のひとつで、本邦で特に

発展してきた。てんかん性スパズムに対する効果は有効例、無効例ともに報告されているがその

原因や正確な有効率は不明である。有効例の報告では脳梁を介した大脳半球間の交連線維を離

断することで発作が消失すると推測されているが、無効例の存在からその仮説は全ての症例に

は当てはまらない。てんかん性スパズムという分類の中に様々な脳波ネットワークをもつ発作

が混在していると考えられているため、患者ごとに治療成績が大きく異なる。 

 

２．研究の目的 

てんかん性スパズムと脳波の関連について、高周波振動に焦点をあてた研究は多数報告され

ているが、発作時高振幅徐波についての報告は少なく、その形態や分布について言及したものに

限られる。本研究の特色はその高振幅徐波の研究である点のみならず、発作時脳波と治療効果の

関連や、発作時高振幅徐波の左右対称性・同期性と脳梁との関連に言及している点であり、これ

を証明できれば世界初の報告となる。それによりてんかん性スパズムをもつ患児に対し、脳梁離

断術の効果を術前に予測できるようにすることが目的である。 

 

３．研究の方法 

 てんかん性スパズムの発作時脳波記録を以下の 3つの方法で解析した。 

① 発作時高振幅徐波の目視計測による解析 

 発作時高振幅徐波を左右対称の電極間で比較し、起始の潜時、振幅の比、持続時間の比の 3つ

の指数を、予後 2群間で比較した。 

② 発作時脳波に対するコンピューターを用いた定量解析 

 Cross-power spectrum という解析手法により、発作時脳波の左右での位相差（同期性）を計

測し、予後 2群間で比較した。 

③ 発作時ビデオの発作症候（発作時の動き）の解析 

 通常、てんかん性スパズムの筋収縮は単相性であるが、中には特徴的な 2相性の筋収縮を呈す

る発作をもつ症例がある。2相性の筋収縮はより複雑な発作時ネットワークを反映している可能

性があるため、その発作型を有するかどうかを予後 2群間で比較した。 

 

４．研究成果 

 ①では 3 つの指数全てで有意差がみられ、発作時高振幅徐波の左右対称性が高いほど脳梁離

断術の効果が高いことが判明した。②では発作時脳波の左右同期性が高いほど脳梁離断術の効

果が高いことが判明し、てんかん性スパズムの病態解明に寄与するとともに、①の成果をさらに



客観的に裏付ける結果となった。③では 2 相性筋収縮を伴うてんかん性スパズムは脳梁離断術

の効果不良群においてのみ観察され、有意差をもって効果不良と関連することが示された。それ

ぞれに下記の査読付き英文原著論文として出版された。 

① Kanai S, Oguri M, Okanishi T, Itamura S, Baba S, Nishimura M, Homma Y, Maegaki Y, Enoki H, 

Fujimoto A. Symmetry of ictal slow waves may predict the outcomes of corpus callosotomy for 

epileptic spasms. Scientific Reports 9, 19733 (2019). 

② Oguri M, Okanishi T, Kanai S, Baba S, Nishimura M, Ogo K, Himoto T, Okanari K, Maegaki Y, Enoki 

H, Fujimoto A. Phase lag analyses on ictal scalp electroencephalography may predict outcomes of 

corpus callosotomy for epileptic spasms. Frontiers in Neurology 11, 576087 (2020). 

③ Kanai S, Okanishi T, Nishimura M, Oguri M, Enoki H, Maegaki Y, Fujimoto A. Insufficient efficacy 

of corpus callosotomy for epileptic spasms with biphasic muscular contractions. Frontiers in 

Neurology 11, 232 (2020). 

本研究の内容は 2019 年 11 月の第 49回日本臨床神経生理学会学術大会シンポジウム、2021 年

5 月の第 63 回日本小児神経学会学術集会シンポジウムをはじめ、国内外の学会で発表し、大き

な反響を得た。 

 脳梁離断術の効果予測因子がないことがこれまでの課題であったが、本研究により事前に効

果を予測できるようになったことで、より積極的に治療適応となる症例が増え、頻発するてんか

ん性スパズム発作の苦しみを緩和することができる可能性がある。薬剤抵抗症例に対する外科

治療適応に積極的でない医師や施設への啓発の意味合いでも、一定以上の役割を果たすことが

できたと考えている。 
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